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第 1章 Staatsvolk and homogeneity From Weimar to the Maastricht decision of
the German Federal Constitutional Court and beyond (Holger P. Hestermryer) で
は，著者は，ワイマール期から現在に至るまでの国民 (Staatvolk) と「同質性 (ho-











Statelessness in the context of state succession : an appraisal under international





とする。第 4章Nationality of individuals in public international law : a functional
approach (Alice Sironi) では，著者は，国籍の第一の機能を「国民による国籍の保
1 ) 本来は，“nationals” を「在留する国の国籍を有する者」，“non-nationals” を「在留
する国の国籍を有さない者」とすべきだが，便宜上，このように扱った。

















適用に資するものと評価する。第 5章 Nationality and diplomatic Protection : a






性 (exclusivity) が弱められたと指摘する。第 6 章 Nationality and freedom of













姫路法学 (第 55 号) ―― 173
告などによって，政治的権利が外国籍の者に対して認められる傾向が存在すると





あれば，国民 (nationals) とそうでない者 (non-nationals) についての区別が妨げ
られてないと指摘する。また，国民でない者については，一定の社会権を享受す
る法的資格を確保することが最終的な目標ではなく，当該権利の周知など，さら
なる積極的な行動が必要とされるとする。第 9章 Determining the nationality of
companies in ICSID arbitration (Giulia D’agnone) では，著者は，会社の国籍を決
定する形式的基準 (設立準拠法国・本拠地所在国) と実体的基準 (現実の経済活動な
ど) について，ICSID 条約第 25 条「他の締約国の国民」及び関連する外交的保
護に係る諸規則を対象として考察し，これらの基準の緊張関係を事例を引きなが
ら示した上で，外交的保護の概念を残余的に適用する余地を残す第 25 条の新た














3 ) 第 11 章 The evolving role of nationality in private international law (Pietro Franzina)
については，能力的な問題もあり，割愛した。




























































5 ) この点に関連して，「真正な結合」理論の果たす新たな役割については，本書の第 4
章を参照。
―― Alessandra Annoni and Serena Forlati eds., The Changing Role of Nationality in
International Law
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